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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期
第２四半期
累計期間

第32期
第２四半期
連結累計期間

第31期

会計期間

自　平成23年
４月１日
至　平成23年
９月30日

自　平成24年
４月１日
至　平成24年
９月30日

自　平成23年
４月１日
至　平成24年
３月31日

売上高（千円） 4,592,073 5,049,443 9,614,788

経常利益又は経常損失（△）（千円） 269,045 △38,412 430,786

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
154,171 △34,421 224,463

四半期包括利益又は包括利益（千円） － △34,408 224,482

純資産額（千円） 1,347,310 1,297,108 1,417,602

総資産額（千円） 10,342,418 13,171,292 13,209,404

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）（円）
26.87 △6.00 39.12

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 13.0 9.8 10.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
350,484 121,243 767,349

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△362,017 △339,040 △984,929

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△78,738 18,469 664,679

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
538,744 876,787 1,076,115

　

回次
第31期
第２四半期
会計期間

第32期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自　平成23年
７月１日
至　平成23年
９月30日

自　平成24年
７月１日
至　平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）（円）
11.31 △1.85

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　当社は、前第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第２四半期連結累計期間に

代えて、前第２四半期累計期間について記載しております。

４　第31期第２四半期累計期間及び第31期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。また、第32期第２四半期連結累計期間については、１株当たり四

半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結された重要な契約等は次のとおりです。

＜当社及び高齢社会戦略１号投資事業有限責任組合との間の資本・業務提携契約の締結について＞

当社は、平成24年8月13日の取締役会において、ACA株式会社を無限責任組合員、株式会社損害保険ジャパンを有限責

任組合員とする高齢社会戦略1号投資事業有限責任組合(以下「本組合」といいます。)による当社株式に対する公開

買付けへの賛同の意見を表明することを決議するとともに、本組合との間で資本・業務提携契約(以下「本資本・業

務提携契約」といいます。)を締結することを決議し、同日付で本資本・業務提携契約を締結いたしました。

本組合による当社株式に対する公開買付けは平成24年8月14日から平成24年9月13日まで実施され、平成24年9月20

日付けで本組合は当社の議決権の34%を所有することとなり、当社の主要株主及びその他の関係会社に該当すること

となりました。

本資本・業務提携契約の概要は以下のとおりであります。

１．資本・業務提携の目的

　本資本・業務提携契約は、当社の有するノウハウ・人材等および本組合員が有するネットワーク・信用力等を持ち

寄り当社の持続的成長に取り組むことを目的としています。

２．資本・業務提携の内容

(1)本資本・業務提携契約後、最初に開催される当社の株主総会において承認決議がなされることを前提に当該議決

権割合に応じた取締役を派遣すること。

(2)当該取締役の派遣に先立って、当社の経営会議について、当社と協議の上当社の取締役会に提出される議案を事

前に協議する等の役割を持つ機関とする見直しを行い、その構成員1名を派遣すること。

このほか、当社が合併、会社分割、株式交換及び株式移転、既存の介護事業からの撤退、保険業法上、保険会社の関連

法人等が行うことができない事業、その他の重要事項を行うときは本組合の事前同意を要することが規定されていま

す。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社、以下

同じ。）が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災等による落ち込みから、復興の動きが徐々にみられ

るものの、電力供給問題や欧州の財政不安による長引く円高の影響など、先行き不透明な状況が続いております。

　介護サービス業界においては、平成24年４月に介護報酬の改定が実施され、平成23年6月に成立した「介護サービス

の基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律」の施行に伴う新たな介護サービス等への対応や、診療報酬

との同時改定に伴う医療と介護の機能分化・連携の強化などが求められております。 

全体的な変更点として、平成22年10月より「介護職員処遇改善交付金」として介護報酬とは別枠で受給していた従

前の交付金に代えて、「介護職員処遇改善加算」が新設され介護報酬に組み込まれております。また、従前の地域区分

をさらに細分化し、自治体ごとに人件費等の地域差を解消するための再編が行われております。

　このような状況のもと当社グループにおきましては、収益面では、既存施設において施設稼働率を上昇させるため、

新規利用者の獲得とサービスの向上に努めました。また、当第２四半期連結累計期間にデイサービス１施設、有料老人

ホーム３施設を新規開設しており、積極的な施設展開を図ってまいりました。利益面では、効率的な施設運営と経費削

減に取り組むことで利益率の改善に注力しましたが、新規開設に伴う初期費用の計上及び介護報酬の改定によるデイ

サービス事業におけるサービス提供時間の短縮などの影響により、四半期純損失となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,049,443千円となり、営業利益は57,014千円、経常損失は38,412千

円、四半期純損失は34,421千円となりました。

　なお、前第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行って

おりません。以下、セグメントの業績においても同様であります。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①デイサービス事業

　当セグメントにおきましては、既存デイサービス施設のサービスの質の向上により施設稼働率の向上に努め、積極

的な営業活動を展開してまいりました。また、長野県上田市に「あおぞらの里　上田原デイサービスセンター」を新

規開設いたしております。その結果、売上高は1,605,593千円、セグメント利益は112,305千円となりました。

②施設サービス事業

　当セグメントにおきましては、既存の有料老人ホームの入居者獲得に注力し、入居率の向上に努めました。また、栃

木県足利市に「ラ・ナシカ　あしかが」、長野県上田市に「ラ・ナシカ　うえだ」、長野県松本市に「ラ・ナシカ　ま

つもと」を新規開設いたしております。その結果、売上高は3,048,732千円、セグメント利益は237,635千円となりま

した。

③在宅サービス事業

　当セグメントにおきましては、利益率の改善のため人員配置や業務手順の見直し等、効率的な運営に取り組むこと

に注力してまいりました。その結果、売上高は395,116千円、セグメント損失は3,840千円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、876,787千円となりました。ま

た、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、獲得した資金は、121,243千円となりました。その主な内訳

は、収入要因として、減価償却費233,281千円、支出要因として、税金等調整前四半期純損失38,412千円、売上債権の

増加額43,061千円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は、339,040千円となりました。その主な内訳

は、支出要因として、有形固定資産の取得による支出390,845千円、預り保証金の返還による支出30,118千円、収入要

因として、敷金及び保証金の回収による収入43,851千円、預り保証金の受入による収入33,579千円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、獲得した資金は、18,469千円となりました。その主な内訳は、

収入要因として、短期借入れによる収入1,025,000千円、長期借入れによる収入450,000千円、支出要因として、短期

借入金の返済による支出984,000千円、長期借入金の返済による支出352,940千円、リース債務返済による支出

33,886千円、配当金の支払額85,688千円であります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
  現在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,738,000 5,738,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株　

計 5,738,000 5,738,000 ─ ─

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残　高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残　高
（千円）

　平成24年７月１日

～平成24年９月30日
－ 5,738,000 － 432,280 － 308,030
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

高齢社会戦略１号

投資事業有限責任組合
東京都千代田区平河町２－１６－１５ 1,950 34.00

山　崎　嘉　忠 福岡県北九州市小倉南区 1,457 25.40

有限会社タチバナ 福岡県古賀市青柳町361－１ 518 9.03

座 小 田 孝 安 福岡県北九州市若松区 286 4.98

シダー取引先持株会 福岡県北九州市小倉北区大畠１－７－19 215 3.75

株式会社ビジネストラスト 東京都港区赤坂２－17－22 174 3.04

シダー従業員持株会 福岡県北九州市小倉北区大畠１－７－19 119 2.08

蒲　池　真　澄 福岡県福岡市東区 40 0.71

緒　方　幸　光 福岡県北九州市門司区 40 0.69

大　中　佳　文 福岡県福岡市東区 40 0.69

計 － 4,844 84.42

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　5,737,500 57,375 －

単元未満株式  普通株式　   　 500 － －

発行済株式総数 5,738,000 － －

総株主の議決権 － 57,375 －

（注） 「単元未満株式」の欄には当社所有の自己株式43株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。 

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

常務取締役管理本部長 取締役管理本部長　 松尾　剛 平成24年８月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、以下に掲げる四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書については、前年同四半期との対比は行っ

ておりません。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,076,115 876,787

売掛金 1,620,318 1,663,453

その他 226,080 174,081

貸倒引当金 △3,362 △3,862

流動資産合計 2,919,152 2,710,459

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,728,266 2,885,728

土地 1,668,510 1,699,046

リース資産（純額） 3,446,243 3,381,046

その他（純額） 170,755 187,907

有形固定資産合計 8,013,775 8,153,728

無形固定資産 163,810 147,521

投資その他の資産

投資有価証券 19,966 19,988

敷金及び保証金 1,698,287 1,750,989

その他 397,580 391,702

貸倒引当金 △3,169 △3,096

投資その他の資産合計 2,112,665 2,159,583

固定資産合計 10,290,251 10,460,833

資産合計 13,209,404 13,171,292
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 151,782 145,639

短期借入金 2,042,000 2,083,000

1年内返済予定の長期借入金 647,172 615,584

未払法人税等 195,450 18,550

賞与引当金 188,817 198,508

その他 650,553 701,542

流動負債合計 3,875,774 3,762,824

固定負債

長期借入金 3,407,727 3,536,375

長期預り保証金 236,923 239,923

退職給付引当金 238,251 258,357

リース債務 3,651,464 3,616,482

その他 381,660 460,221

固定負債合計 7,916,026 8,111,359

負債合計 11,791,801 11,874,184

純資産の部

株主資本

資本金 432,280 432,280

資本剰余金 308,030 308,030

利益剰余金 677,313 556,822

自己株式 － △16

株主資本合計 1,417,623 1,297,115

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △21 △7

その他の包括利益累計額合計 △21 △7

純資産合計 1,417,602 1,297,108

負債純資産合計 13,209,404 13,171,292
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 5,049,443

売上原価 4,674,325

売上総利益 375,117

販売費及び一般管理費 ※
 318,103

営業利益 57,014

営業外収益

受取利息 5,215

助成金収入 4,314

雑収入 13,637

営業外収益合計 23,167

営業外費用

支払利息 116,352

雑損失 2,241

営業外費用合計 118,593

経常損失（△） △38,412

税金等調整前四半期純損失（△） △38,412

法人税、住民税及び事業税 6,178

法人税等調整額 △10,168

法人税等合計 △3,990

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △34,421

四半期純損失（△） △34,421
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △34,421

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 13

その他の包括利益合計 13

四半期包括利益 △34,408

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △34,408
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △38,412

減価償却費 233,281

貸倒引当金の増減額（△は減少） 427

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,691

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,106

受取利息 △5,215

支払利息 116,352

売上債権の増減額（△は増加） △43,061

仕入債務の増減額（△は減少） △6,931

その他 132,324

小計 418,562

利息の受取額 186

利息の支払額 △116,361

法人税等の支払額 △181,143

営業活動によるキャッシュ・フロー 121,243

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 9,500

有形固定資産の取得による支出 △390,845

無形固定資産の取得による支出 △4,460

敷金及び保証金の差入による支出 △1,007

敷金及び保証金の回収による収入 43,851

預り保証金の返還による支出 △30,118

預り保証金の受入による収入 33,579

その他 460

投資活動によるキャッシュ・フロー △339,040

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,025,000

短期借入金の返済による支出 △984,000

長期借入れによる収入 450,000

長期借入金の返済による支出 △352,940

リース債務の返済による支出 △33,886

自己株式の取得による支出 △16

配当金の支払額 △85,688

財務活動によるキャッシュ・フロー 18,469

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △199,328

現金及び現金同等物の期首残高 1,076,115

現金及び現金同等物の四半期末残高 876,787
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常損失及び税金等調整前四半期純損

失に与える影響は軽微であります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

（平成24年度介護報酬改定に関する収益計上区分の変更について）

当社及び連結子会社は、平成24年度の介護報酬の改定により、これまで営業外収益の助成金収入に計上しており

ました「介護職員処遇改善交付金」について、「介護職員処遇改善加算」として介護報酬に組み込まれたことから

売上高に含めて計上しております。

これにより、売上高が75,220千円増加し、売上総利益及び営業利益が同額増加しております。　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給料手当 71,966千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　現金及び現金同等物の範囲と現金及び預金勘定は一致しております。

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 86,070 15平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

EDINET提出書類

株式会社シダー(E05478)

四半期報告書

16/20



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
デイサービス事業

（千円）

施設サービス事業

（千円）

在宅サービス事業

（千円）

合計
（千円）

売上高 　 　 　 　
外部顧客への売上高 1,605,593 3,048,732 395,116 5,049,443
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － －

計 1,605,593 3,048,732 395,116 5,049,443

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
112,305 237,635 △3,840 346,100

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容

（差異調整に関する事項）

利益 金額（千円）

報告セグメント計 346,100

全社費用（注） △289,086

四半期連結損益計算書の営業利益 57,014

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △6円00銭

（算定上の基礎）  

四半期純損失金額（△）（千円） △34,421

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △34,421

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,737

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　
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２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月９日

株式会社シダー

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹之内　髙司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　宏治　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シダー

の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２４年７月１日

から平成２４年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年９月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シダー及び連結子会社の平成２４年９月３０日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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